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1. 行列Aの固有値が λ1 = 1, λ2 = −1，固有ベクトルが x1 = [1,−1]T , x2 = [0, 1]T であるとき，Ak を

求めよ。

2. 　各行の要素の和が 1となる 3 × 3行列を書き下し，λ = 1が固有値であることを示せ。また，その固
有ベクトルを求めよ。

3. ２次元ベクトル x(n) = [x1(n), x2(n)]T が次式により更新される。

x(n + 1) = Ax(n), A =

[
1 0
−1 0.5

]
x(0) =

[
1
−1

]

(a) x(2)を求めよ。
(b) n → ∞としたとき，x(n)はどうなるか。

4. 　行列Aの固有値が λ1 = 1, λ2 = 2, λ3 = 3であるとき，
(a)　Aの行列式を求めよ。

(b) 　Aのトレース（対角要素の和）を求めよ。

（参考）固有値と行列式及びトレースの関係を求める必要はなく，これらの関係に固有値の数値を代入

して計算する。

5. 行列 Aと B が同じ固有ベクトルを持ち，固有ベクトルを列ベクトルとする行列 S によって，A =
SΛ1S

−1，B = SΛ2S
−1 と表されるとき，AB = BAとなることを証明せよ。また，次のAに対す

るB の例を求めよ。但し，B の固有値は適当に与えるものとする。

A =

[
1 0
2 −1

]

6. 次の微分方程式を解け．また，この微分方程式の解は安定であるか，不安定であるか示せ．

d2u(t)
dt2

=

[
1 0
−1 2

]
u(t), u(0) =

[
1
0

]
,

du(0)
dt

=

[
0
0

]

7. 　以下の性質を証明せよ。
(a)　A = AH であれば，任意の複素ベクトル xに対して xHAxは実数となる。

(b) 　A = AH を満たす行列の全ての固有値は実数である。

8. 　複素ベクトル x = [1 + i, 1 − i]T と y = [1, i]T について
(a)　各々の長さ（ノルム）を求めよ（

√
数値の形でよい）。

(b) 　 xと yの内積を求めよ。

9. ベクトルa = [1, 2]T に行列Aを掛けることにより，aのx1 = [1, 0]T 方向の成分 (*)を 2倍，x2 = [0, 1]T

方向の成分 (*)を-1倍したい。Aを求めよ。（参考）(*)は aから x1 及び x2 上への射影に相当する。

（ヒント：スペクトル定理）


